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令和 4年度 橋梁技術発表会

鋼橋におけるＤＸの取り組み

～鋼橋事業の生産性・安全性の向上～

嵯峨山 剛、中嶋 浩之

ＤＸ推進特別小委員会
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建設産業の現状と課題1
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建設業就業者の現状1

約30％減
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労働生産性の推移1

（注）労働生産性＝実質粗付加価値額（2015年価格）/（就業者数×年 間総労働時間数）
資料出所：内閣府「国民経済計算」、総務省「労働力調 査」、厚生労働省「毎月勤労統計調査」

1990年代後半から製造業の生産性がほぼ一貫して上 昇したのとは対照的に、建設業の生
産性は大幅に低下し た。これは主として、建設生産の特殊性（単品受注生産 等）と工事単価
の下落等によるものと考えられる。近年 は2012年を底に上昇傾向にある。
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i-Constructionの動向2

今後、我が国において生産年齢人口が減少することが予想されている中、建設分野に
おいて、生産性向上は避けられない課題である。

国土交通省においては、建設現場における生産性を向上させ、魅力ある建設現場を目
指す新しい取組である i-Construction を進めることとした。

i-Construction によって、建設現場における一人一人の生産性を向上させ、企業の経
営環境を改善し、建設現場に携わる人の賃金の水準の向上を図るとともに安全性の確保
を推進していきたいと考えている。

■i-Construtionの目的

平成27年12月に大臣官房技術調査課より、『i-Construction』について記者発表

重点的な取り組み

※国土交通省技術調査課記者発表資料より

i-Constructionについて
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i-Constructionの動向2
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i-Constructionの動向2

出典：i-Construction推進コンソーシアム（第3回企画委員会）資料-1より
およびi-constructionの推進に関するシンポジウム（令和元年7月30日）より
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BIM/CIMの動向2
令和5年度のBIM/CIM原則適用に向けた進め方 出典：国土交通省 第7回BIM/CIM推進委員会 資料3-1より
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将来像（2030年時点）の実現に必要なシステム2
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DXの取り組み（ｉ-Bridgeの取り組み）3
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i-Bridge の全体像（橋梁工事の生産性・安全性向上）3
i-Bridge

⑥維持管理⑤検査・納品④現場施工③製作②設計・施工計画①測量・地質調査

従来方法
縦断図

平面図

横断図

設計図から資材量算出 技能者による溶接・塗装 部材単位の架設 書類による検査 定期点検等

③製作

NCマシンによる材料

情報自動印字・自動切
断、ロボット溶接

シミュレーション仮組立

④施工

大ブロック一括架設や

プレファブ・プレキャスト
製品の活用

センシング・モニタリン
グ技術の高度利用

ICTクレーン等の導入
（電線との接触回避等）

⑥維持管理

スマート・インフラ
構造健全度の

自己診断・自動送信

通常時24時間監視と

非常時のアクティブ・
アラート

⑤検査・納品

3Dレーザースキャナ等
を用いた出来型検査

工事関係図面・書類の
電子納品

ドローン、3Dレーザー
スキャナの導入・活用

地形や周辺建築物等
の高密度な3D情報を
短時間で収集・整理

①測量・地質調査

3Dモデリングによる
設計（干渉回避等）

3Dビル・架空線情報等
を踏まえた施工計画

②設計・施工計画

現地踏査による測量
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Step-1．測量・地質調査3
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Step-2．３次元による設計・施工計画3
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Step-3．工場製作（鋼橋）3
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Step-3．工場製作（鋼橋）3
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Step-3．工場製作（鋼橋）3
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Step-3．工場製作（鋼橋）3
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Step-3．工場製作（鋼橋）3
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Step-3．工場製作（鋼橋）3
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Step-4．現場施工（鋼橋）3
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Step-4．現場施工： ①大ブロック化3
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Step-4．現場施工： ①大ブロック化3
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Step-4．現場施工：② ＩＣＴによる安全性向上3
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Step-4．現場施工：② ＩＣＴによる安全性向上3
● SafeTrackerの開発と実地試験

⇒作業員の状況をリアルタイムで確認可能〔安全性〕

⇒現場状況をリアルタイムで確認〔安全性〕安全帯使用

⇒ 状況のリアルタイムでの確認〔安全性〕

安全性向上への寄与
位置検知システム（高度管理）のデバイスとアプリ

の開発（㈱TACK＆Co.と共同開発）を行い、実現

場での実地試験により、使い勝手の向上を含め今

後アプリ等の更新を行う予定
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Step-4．現場施工：③プレファブ・プレキャスト化3
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Step-4．現場施工：③プレファブ・プレキャスト化3
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Step-5．検査・納品3
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●鉄筋出来形計測

MR技術の活用

「デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測」に関する現場試行

出典：国土交通省 令和3年7月8日 Press Release

・デジタルカメラや動画撮影したデータから鉄筋径、鉄筋間隔等の各種数値計測と併せて、計測状況や結果を同
時に遠隔地の発注者へリアルタイムで提供することも可能
・全国の直轄工事現場において活用を進めるため、「デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測に関する試行要領
（案）」を作成（令和3年7月）
・今年度（令和３年度）より試行を開始し、令和５年度を目標と して社会実装を目指す

3 Step-5．検査・納品



32

Step-5．検査・納品3
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Step-5．検査・納品3
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Step-6．維持管理の効率化3
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Step-6．維持管理の効率化3
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Step-6．維持管理の効率化3
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Step-6．維持管理の効率化3
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Step-6．維持管理の効率化3
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i-Bridge適用工事登録制度3
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BIM/CIMの原則適用4
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BIM/CIMの活用4

リクワイアメント実施状況(予定含む)のアンケート結果

選定数

3

14

20

2

－

2

－

24

1

15

⑧BIM/CIMモデルを活用した効率的な照査

⑨BIM/CIMを活用した監督・検査の効率化

⑩後段階におけるBIM/CIMの効率的な活用方策の検討

②情報共有システムを活用した関係者間における情報連携

③後工程における活用を前提とする属性情報の付与

④工期設定支援システム等と連携した設計工期の検討

⑤BIM/CIMモデルを活用した自動数量算出

⑥契約図書としての機能を具備するBIM/CIMモデルの構築

⑦異なるソフトウェア間で互換性のあるBIM/CIMモデルの作成

リクワイヤメント(2020年度) -24 件

①段階モデル確認書を活用したBIM/CIMモデルの品質確保
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CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4
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鋼橋の自動設計一貫システムの概要4
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鋼橋の生産情報の作成(自動原寸システム)の概要4
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3次元データの利活用4
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自動設計システムからの３次元モデル自動生成4
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自動設計システムからのデータ連携4

自動設計一貫システムのデータ活用

設 計
システム

製 図
システム

数量計算
システム

3Dモデル

2D図面

設計情報属性ファイル
数量情報属性ファイル

製作積算

：確立されたシステム

：新システム（データ連携）

施工

API

API

・数値情報の共通データフォーマットの構築

・積算、製作、施工へのデータ連携のためのAPI開発と実装

〈今後のDXの取組み〉

共通データフォーマット
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鋼橋におけるＤＸの取り組み

～鋼橋事業の生産性・安全性の向上～

ご清聴ありがとうございました．

完


